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「人は、誰かに選ばされた人生を

自分の人生と呼べるのか。」

本作はフィクションです。登場する人物、団体、企業、研究計画、事件は創作で

あり、実在のものとは関係ありません。

連載版第 1 話〜第 14 話の設定を再構成し、矛盾点を犯罪組織による身分・記録改竄

という伏線へ統合した書籍版です。
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主要人物

真壁 遼／高瀬 遼

32 歳。AURORA 救難パイロット候補生。努力型の実務家。美しい人へ理

想を投影する癖を持つが、事件を通じ「選び直す」ことを覚える。

朝倉 聖良／セラ

29 歳。映像プロデューサー。白い日傘の女。幼少期に PROJECT 

PHOENIX の被験者となり、防衛人格セラを封印されていた。

東條 修司

33 歳。元航空自衛隊パイロット。AURORA 首席候補。成功できない自分

への恐怖から、他人の評価に依存してきた。

黒瀬 明里

30 歳。美術品修復師。静かで執着深い愛を持つが、物に残る痕跡を読む技

術で事件の証拠を発見していく。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 5 —

事件を動かす者たち

橘 志乃

警視庁刑事。派手な正義より、証拠と手続きを信じる。航空事故から始まった

事件を広域組織犯罪へ組み替える。

神崎 圭吾

元航空自衛隊一等空佐。PROJECT PHOENIX の黒幕と見られた男だが、彼自

身も若年期の候補者だった。

白川 真一／白川 宗一郎

聖良の父と祖父。真一は研究者として計画に加担した後に離反。宗一郎は

PROJECT PHOENIX 創設者。

九条 玲奈／九条 美沙

黒班第一号と第二号の姉妹。玲奈は「御堂玲奈」という偽の戸籍を与えられ

た。美沙は CENTRAL を率い、計画を犯罪市場へ変えた。

水城 美冬

真一の最初の妻。初期研究員であり、後に白班を形成する離反者。聖良の記憶

処置にも関わった。
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プロローグ

真夏の東京で、白い日傘は珍しくない。

それでも真壁遼は、あの日の白だけを忘れられなかった。横断歩

道の向こうで振り返った女の頬に、レースの影が揺れていた。彼は

その一秒で、彼女が優しく、知的で、誠実な人間だと勝手に決め

た。

後に遼は知る。人間は、見たいものを見る。恋人にも、組織に

も、自分自身にも。PROJECT PHOENIX が利用したのは特別な弱

さではない。誰にでもある、その普通の癖だった。

七年前の航空事故。一人の候補生の失踪。死んだ女の指紋。書き

換えられた戸籍。海底に隠された研究都市。すべては一つの問いへ

集まっていく。

誰を救い、誰を捨てるのか。

だが本当の戦いは、その問いに正しく答えることではなかった。

誰かが作った問いそのものから、外へ出ることだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 8 —

第一部　白い日傘

第 1 章　昨日までは

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

真夏の東京。民間航空救難組織 AURORA の候補生・真壁遼は、

白い日傘を差した朝倉聖良と横断歩道ですれ違う。彼は一秒の視線

だけで、彼女に知性も誠実さも優しさも書き足してしまう。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。
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遼は同期の東條修司から落ちた AURORA の徽章を拾う。再び現

れた聖良は、それが修司の物だと知っていた。彼女は修司を「昨日

までは愛していた」と平然と口にする。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなく

なっていた。
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聖良は広告会社の映像プロデューサーだった。男の肩書きを見抜

く目と、相手を一瞬だけ世界の中心にする技術を持つ。遼は警戒し

ながらも、その危うい率直さに引かれていく。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。
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遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

教官・久世孝志は遼に、制服を着た男は自分まで偉くなったと錯

覚すると忠告する。女が嘘をついているとは限らない、その瞬間だ

け本当に愛しているから厄介なのだ、と。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。
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夕方、首席候補の修司が訓練に戻らない。遼の携帯へ修司から音

声が届き、「俺は女を見ていなかった。自分で作った女を見てい

た」と残して通信が切れる。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 遠

くで、また一つロックが外れる音がした。
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続いて匿名の写真が届く。暗い部屋、濃紺の制服の男、黒い服の

女、そして白い日傘。本文には「朝倉聖良を信じてはいけない。彼

女は今夜、あなたを愛し始める」とあった。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。
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朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

修司のマンション駐車場で遼が顔を上げると、白い日傘の下に聖

良が立っていた。彼女は安心したように微笑み、「よかった。あな

たが一人でなくて」と言う。事件は恋の顔をして始まった。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。
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第一部　白い日傘

第 2 章　制服を愛した女

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

修司の失踪が正式な事件として扱われ、遼は聖良から修司との関

係を聞く。聖良は修司を愛していたが、彼が空を捨てると言った瞬

間、同じ愛を約束できなかった。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。
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「パイロットだから好きになったわけじゃない。でも、飛ばない

あなたを同じように愛せるかは分からない」。その言葉は残酷だ

が、聖良に嘘の気配はなかった。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。
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遼の前に黒瀬明里が現れる。美術品修復師の彼女も修司を愛して

いた。聖良とは逆に「失敗しても、飛べなくなっても愛する」と静

かに言い切る。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。
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修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

聖良は現在の感情を生き、明里は過去の愛を守り続ける。二人の

女の間で、遼はどちらが誠実なのか判断できなくなる。変わる愛

と、変わらない愛は、どちらも人を傷つける。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。
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修司の部屋から、複数の女性を撮影した映像と訓練記録が見つか

る。そこには「愛情反応」「喪失耐性」という不自然な分類があ

り、恋愛と訓練が同じ表の中に置かれていた。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 ただ一つ確かなのは、もう元の

場所へは戻れないということだった。
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橘志乃刑事は、修司が単なる恋愛トラブルで消えたのではないと

判断する。AURORA内部に彼の記録へアクセスした者がおり、入

退室ログも一部書き換えられていた。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。
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閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

最後の映像で修司は「本当に怖いのは愛が変わる女じゃない。愛

が変わらない女だ」と言う。画面に残ったのは一つの場所と時刻

――第三格納庫、午前零時。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。
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第一部　白い日傘

第 3 章　愛が変わらない女

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

午前零時、遼は閉鎖された第三格納庫へ向かう。正面シャッター

は閉じているが脇扉だけがわずかに開き、内部から冷えた機械油の

匂いが流れていた。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。
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格納庫の救難機の操縦席には血痕があり、聖良が修司の制服を羽

織って座っていた。彼女は「寒かったから」とだけ説明し、遼が期

待した美しい理由を与えなかった。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。
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暗がりから明里も現れる。彼女は聖良を追って来たという。修司

に愛された二人の女が、失踪した男の痕跡を挟んで初めて同じ場所

に立つ。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。
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雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

ロッカーから弱い金属音がする。遼が錠を壊すと、整備主任・山

根が血を流して倒れ出てきた。彼は「女にやられた」と言うが、聖

良と明里を見て首を振る。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。
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監視映像を巻き戻すと、二人より先に白い服の女が入っていた。

顔を白い日傘で隠し、右手には銀色の指輪。彼女はカメラの位置を

知っているように立ち止まる。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 沈黙の中で、数字だ

けが更新されていた。
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一瞬だけ映った口元を見て、聖良と明里は同時に青ざめる。二人

の敵意が消え、もっと古い恐怖へ置き換わる。その女を二人とも

知っていた。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 28 —

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

名は御堂沙耶。修司が最初に愛した女。しかし沙耶は六年前の倉

庫火災で死亡している。死んだ女が、白い日傘の下で笑っていた。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。
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第一部　白い日傘

第 4 章　三本目の白い日傘

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

警察と救急が第三格納庫を封鎖する。白い日傘は証拠品として回

収され、銀色の指輪の映像とともに鑑識へ回された。遼は死者の名

が事件の中心へ戻ってきたことを受け入れられない。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。
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聖良は沙耶が修司の初恋だったことを語る。沙耶は弟・海斗の航

空事故の真相を調べていた。事故後、AURORA 前身組織と教官た

ちを激しく疑っていたという。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 その

選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。
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六年前、沙耶は証拠を保管していた倉庫の火災で死亡した。歯科

記録と所持品で本人確認されたが、遺体は損傷が激しく、家族以外

が顔を確認することはできなかった。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。
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水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

明里は沙耶から修司を紹介された過去を明かす。聖良、明里、沙

耶はそれぞれ異なる時期に同じ男を愛しながら、同じ事故の周辺へ

引き寄せられていた。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。
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橘刑事は七年前の御堂海斗の事故記録に不自然な改訂履歴を見つ

ける。整備記録、服薬記録、気象資料の三つが事故翌日に差し替え

られていた。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 黒い画面に、次の名前

が一行だけ表示された。
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久世教官は記録の改訂を「組織の手続き」と説明するが、声がわ

ずかに震える。遼は初めて、教官が何かを知っているのではなく、

何かを恐れているのだと感じる。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。
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風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

鑑識から連絡が入る。格納庫の日傘に残っていた指紋は、御堂沙

耶本人の保存指紋と一致した。死者の指紋は、さらに遼の自宅玄関

の内側からも検出された。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。
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第一部　白い日傘

第 5 章　死んだ女の指紋

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

遼の部屋は荒らされていなかった。鍵の破壊もない。ただテーブ

ルに白い日傘が一本あり、三日前に撮られた遼の後ろ姿の写真が置

かれている。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。
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写真の裏には赤い文字で「次に空を捨てるのは、あなた」と書か

れていた。遼は事件を追っているのではなく、最初から事件の対象

だったのだと理解する。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 問題は、次に誰がその事実を知るかだった。
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警視庁の会議室で、聖良と明里は沙耶の家族について記憶をたど

る。海斗のほかに、表に出ない妹がいたという断片的な証言が浮上

する。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。
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美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

廊下の古い電話が鳴る。女の声は遼に「あなたは実力で候補生に

なったと思っているの？」と問い、人生の記録まで最初から書き換

えられていたと告げる。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。
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電話の向こうで修司の声が一瞬だけ聞こえる。女は午前六時、旧

青葉飛行場へ一人で来いと命じる。そこは七年前、海斗が墜落した

場所だった。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 聖

良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要があ

る。
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照会の結果、御堂玲奈という女性が戸籍上存在し、海斗の事故の

二週間後に死亡届が出ていたことが判明する。届け出たのは久世孝

志だった。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。
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人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

旧青葉飛行場で白い日傘の女は自らを「残されたほう」と名乗

る。彼女は沙耶の妹で海斗の姉――御堂玲奈を名乗り、遼へ同じ事

故を再現させようとする。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。
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第一部　白い日傘

第 6 章　空を捨てる男

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

旧飛行場の格納庫では、拘束された修司を乗せた小型ヘリのエン

ジンが回っている。機体は明らかに不調で、遼には飛ばせば墜ちる

ことが音だけで分かった。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。
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玲奈は「空を取るか、友を取るか」と迫る。遼は飛ばないと答え

る。飛ばなければ臆病者、飛べば救難員という用意された価値観そ

のものを拒絶する。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。
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聖良は警察の制止を振り切るように「空なんて捨てて、生きて」

と叫ぶ。遼が「空を捨てた僕を愛せるか」と問うと、聖良は「明日

は分からない。でも今は生きているあなたがいい」と答える。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。
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白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

玲奈は遠隔操作でヘリを前進させようとする。しかし明里が古い

配電盤の不自然な配線を見つけ、橘の部下が遠隔系統を遮断する。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。
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遼は玲奈へ飛び込み、日傘の柄に隠されたリモコンを落とす。機

体は止まり、修司は救出される。遼は飛ばずに救うという第三の選

択を成立させた。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 物語はそこで終わらず、別の国

へ線を伸ばしていた。
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久世は七年前、体調不良の海斗に集中力を保つ薬を飲ませ、スポ

ンサーの前で飛ばせたことを認める。事故後の記録も書き換えた。

しかし命令者の名だけは口にできない。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。
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橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

格納庫から見つかった遠隔装置は玲奈が入手できる物ではなかっ

た。修司は黒い名簿に遼の名を見たと証言する。「事故再現候補・

真壁遼」。玲奈の背後に黒幕がいる。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。
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第一部　白い日傘

第 7 章　選ばれた候補生

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

事件から三日後、AURORA は通常訓練へ戻ろうとする。だが遼

には、滑走路も制服も以前と同じには見えない。自分が努力で選ば

れたという記憶まで疑わしくなっていた。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。
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修司が持ち出した名簿には「事故再現適性順位」が記されてい

た。第一位・真壁遼、第二位・柏木圭介、第三位・東條修司。選考

は能力より心理特性を重視している。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。
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柏木圭介が連絡不能になる。AURORA は休職扱いと説明する

が、自宅には生活の途中で消えた痕跡が残る。冷蔵庫は動き、財布

は机にあり、靴だけが一足なくなっていた。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。
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紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

橘は名簿の作成者を追う。各ページの承認欄には複数の印影があ

るが、最終責任者は一文字だけ――K。久世はその文字を見ると顔

色を変える。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。
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遼は候補生試験の過去問と自分の面接記録を照合し、自分だけ質

問項目が違うことに気づく。恋愛、家族、喪失、罪悪感。飛行技術

と無関係な質問ばかりだった。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 橘は紙の端へ時刻だ

けを書き込んだ。感想は書かなかった。
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聖良は「もう空へ戻らないで」と言うが、遼は戻ると決める。誰

かが用意した空ではなく、自分で選んだ空なのかを確かめなけれ

ば、逃げることさえ自分の判断にならない。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。
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空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

久世はついに「K は神崎圭吾だ」と漏らす。元航空自衛隊一等空

佐、救難教育の第一人者。しかし神崎は五年前に死亡していること

になっていた。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。
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第一部　白い日傘

第 8 章　K という男

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

警視庁地下五階の封印資料室。橘の特別許可で、遼と修司は黒い

革表紙の原本《PROJECT PHOENIX》を見る。紙には人の人生が

数値として並んでいた。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。
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計画目的は「救難員の心理的限界に関する実証研究」。恐怖、喪

失、罪悪感、愛情依存を意図的に発生させ、極限時の判断を測定す

る。事故さえ刺激条件の一つとして扱われていた。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 夜は

続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。
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遼の個人票には「特定女性への情緒的依存を誘導しやすい」とあ

る。聖良との接触予定日まで記録されていた。恋愛は偶然ではな

く、実験変数だった。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。
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朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

資料室の換気が停止し、扉が外からロックされる。スピーカーか

ら神崎の声。「資料を守って死ぬか、燃やして生きるか」。また二

択が提示される。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 61 —

遼は資料を燃やさず、配管へ金属音で救難信号を送る。久世が異

変に気づき、三人は救出される。神崎の実験は、また予定された二

択の外へ外れた。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 答えは出なかった。た

だ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 62 —

地上で聖良は、自分が神崎の指示で遼へ近づいたと告白する。白

い日傘も目印だった。だが「途中から本当に好きになった」と言

う。それが実験の失敗なのか成功なのか、誰にも分からない。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 63 —

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

直後、聖良が連れ去られる。遼の携帯には目隠しされた彼女の写

真と「白い日傘の館で待つ」というメッセージ。死んだはずの神崎

が、ついに姿を現す。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 64 —

第一部　白い日傘

第 9 章　白い日傘の館

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

山中の旧別荘地。ナビにない私道の先に、石造りの洋館が建って

いる。玄関には白いレースの日傘が一本、主人を待つように立て掛

けられていた。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 65 —

館の壁には歴代候補生の写真が並ぶ。死亡、失踪、退職、精神疾

患。人間の人生が昆虫標本のラベルのように整理され、遼の写真も

すでに掛けられていた。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 66 —

暖炉の前に神崎圭吾が現れる。老いても背筋は伸び、「君は私の

最高傑作だ」と遼へ告げる。救難とは命を平等に救う仕事ではな

く、限られた時間で誰かを捨てる仕事だと語る。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 67 —

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

別室で聖良と柏木が拘束されている。神崎は遼に、二人を同時に

救えない状況を人工的に作る。遼が誰を選ぶか、カメラが複数方向

から記録していた。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 68 —

館の地下には飛行記録、薬品記録、家族情報、交際歴まで保管さ

れている。AURORA は救難組織であると同時に、長期的人間実験

の採取装置だった。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 明

里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 69 —

修司と橘は遼を単独にしたふりをして館の外周へ侵入する。明里

が古い建築図面から隠し通路の位置を推定し、警察は神崎の監視死

角へ近づく。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 70 —

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

神崎は「最後の選択」を始めると宣言する。二つの部屋に警報が

鳴り、聖良と柏木の酸素が同時に低下する。遼は目の前のレバーを

見ても触れなかった。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 71 —

第一部　白い日傘

第 10 章　最後の選択

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

神崎の装置は一方を救えば他方が閉鎖されるよう設計されてい

る。遼は配管図を見て、二択そのものが電気制御で作られた偽物だ

と気づく。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 72 —

遼は館の消火設備を作動させ、圧力差で両室の非常ロックを解除

する。神崎は初めて表情を崩す。実験者が決めた選択肢は、現実そ

のものではない。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 73 —

海斗が事故当日に残した録音も見つかる。体調不良を訴える海斗

に、上層部は「飛行継続」と命じていた。久世だけでなく、計画責

任者の承認音声も残っていた。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 74 —

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

警察突入時、館内で銃声が響く。神崎は負傷するが生存し、橘に

逮捕される。聖良、柏木、遼も救出され、表向きは事件に区切りが

ついた。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 75 —

拘束される神崎へ遼は「俺はあなたの作品じゃない。俺の人生

だ」と告げる。神崎は笑い、「その台詞まで予測できていたら完璧

だった」と呟く。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 その時はまだ、それが証拠にな

るとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 76 —

押収資料の中に、神崎本人の少年期評価票が見つかる。彼もまた

「候補生」だった。黒幕と思われた男の上に、さらに古い実験者が

存在する。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 77 —

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

事件後、聖良へ一通の封筒が届く。古い写真には若い父・真一と

五人の白い日傘の女。紙には《PROJECT PHOENIX 第二計画》

《第一世代は失敗した》《11》とだけ書かれていた。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 78 —

第二部　消された夏

第 11 章　白い日傘の正体

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

写真の男は聖良が十二歳の時に交通事故で死んだはずの父・白川

真一だった。AURORA 最高責任者だけが持つ紋章を胸につけ、白

い日傘の女たちと並んでいる。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 79 —

聖良は母を問い詰める。母は父の遺体を直接確認しておらず、葬

儀の三か月後に匿名の手紙を受け取っていた。家の傘立てには父か

ら渡された白い日傘が残っていた。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じても

いなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 80 —

父は葬儀の一年前、母へ「白い日傘を持つ女を見たら聖良を連れ

て逃げろ」と言っていた。家族の思い出そのものに、計画の合図が

埋め込まれていた。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 81 —

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

遺品箱からカセットテープが見つかる。真一の声は、社会そのも

のを実験室にし、恋愛、就職、病気、死へ介入して反応を記録する

第二計画を告白する。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 82 —

観察者の識別標識が白い日傘だった。しかし真一は「彼女たちを

敵だと思うな。彼女たちも実験対象だ」と残していた。観察する者

も観察されていた。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 その選択が正しかっ

たかどうかは、まだ誰にも分からない。
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— 83 —

神崎は取調室で、自分が十五歳の時に白い日傘の女から「特別な

人間」と書かれた手紙を受け取ったと語る。施設の当時の名は「白

日会」だった。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 84 —

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

真一の録音は最後に遼の名を出す。「遼は偶然おまえに出会った

のではない。彼は十一番目だ」。直後、遼が白い日傘の女たちに連

れ去られる。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。
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— 85 —

第二部　消された夏

第 12 章　消された夏

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

聖良の家へ水城美冬が現れる。真一の最初の妻で、 PROJECT 

PHOENIX から離反した元研究員。彼女は聖良を「第一世代と第二

世代をつなぐ成功例」と呼ぶ。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 86 —

真一が残したメモリーカードには十二歳の聖良の実験映像があ

る。白い部屋で家族の死を想像させられ、情動反応を測定される少

女。その映像には少年の遼の写真も映る。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 誰か

が用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。
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— 87 —

遼は別施設で白い服の女から「十一番目か確認するために回収し

た」と告げられる。候補者一覧の十一番目には、現在の姓とは違う

「高瀬遼」という名が書かれていた。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。
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— 88 —

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

映像の日付は二十五年前。聖良と遼が大人になって出会うはるか

前から、二人は接触試験候補として組み合わされていた。恋愛は神

崎より古い計画だった。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。
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聖良は夏の研究施設で少年の遼とラムネを飲んだ記憶を取り戻

す。「また会える？」と聞いた少年に「うん」と答え、その翌週に

父が死んだことにされた。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 問題は、次に誰がその

事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 90 —

遼も同じ映像を見て記憶を取り戻す。そこには聖良の父・真一だ

けでなく、自分の父・高瀬慎吾も研究者として写っていた。二人の

父は同じ計画にいた。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 91 —

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

施設に白川宗一郎が現れる。PROJECT PHOENIX の創設者で、

神崎を選んだ男。そして聖良の祖父だった。彼は遼を十一番目、聖

良を十二番目と呼ぶ。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 92 —

第二部　消された夏

第 13 章　黒い日傘の女

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

聖良の家の前に十人の白い日傘の女と、一人の黒い日傘の女が立

つ。美冬は「コード・ノワール」と告げ、白い日傘の女たちを退避

させる。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 93 —

黒い日傘の女の名は九条玲奈。PROJECT PHOENIX 初期に三歳

から施設で育てられた第一号の被験者。戸籍も学校歴も、元の記録

には存在しない。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信してい

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 94 —

美冬は白が現在では離反者・証人の印、黒が選別し記録から人間

を消す側の印だと説明する。死亡届、治療記録、家族の記憶まで操

作するのが黒班だった。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 95 —

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

玲奈は聖良の地下避難室へ侵入し、二十五年間封印されていた記

憶を音で呼び戻す。少女の聖良は極度のストレスから「セラ」と呼

ばれる防衛人格を作っていた。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 96 —

モニターに《SERAH MODE REACTIVATED》と表示される。

目を上げた聖良は、泣くことを止め、周囲の位置と出口を一瞬で把

握する。能力の高さは神崎を超えていた。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 白

い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 97 —

九条玲奈が以前「御堂玲奈」を名乗っていた事実も浮上する。御

堂家の戸籍に作られた妹の記録は偽装だった。沙耶の死と家族関係

さえ、黒班が復讐を誘導するため作った物語だった。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 98 —

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

セラは箱根第三施設の位置を思い出し、父が生きていると断言す

る。だが出発前、玲奈に「遼に会わせない」と言う。理由は一つ

――自分が遼の父を殺した記憶があるから。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 99 —

第二部　消された夏

第 14 章　父を殺した少女

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

セラと玲奈は箱根へ向かう。道中、セラは二十五年前の地下施設

と、血のついた廊下、遼の父・慎吾の背中を断片的に思い出す。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 100 —

宗一郎は遼へ当時の映像を見せる。十二歳の聖良が「押せば遼く

んを守れる」と言われ、黒いボタンを押す。その操作で慎吾の逃走

路が閉鎖された。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 101 —

しかし聖良が押したのは扉のロックだけだった。慎吾を実際に殺

したのは黒班。宗一郎はセラの人格を強化するため、少女に「自分

が殺した」という罪悪感を意図的に植え付けた。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 102 —

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

箱根第三施設でセラは死んだはずの父・真一と再会する。怒りの

まま平手打ちし、二十五年間自分を消した理由を問う。真一は初め

て「すまなかった」と謝る。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 103 —

真一は慎吾を殺したのはセラではないと断言する。さらに

PROJECT PHOENIX の現在の責任者は宗一郎ですらないと明か

す。組織図の最上段《CENTRAL》が解除される。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 遼はその言葉を記憶し、すぐに

は信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 104 —

責任者の名は九条美沙。玲奈の姉で、死んだことにされていた黒

班第二号。美沙は施設へ現れ、慎吾を殺したのは自分だと認める。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 105 —

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

美沙は真一を撃ち、東京湾海底の中央施設こそ計画の本体だと告

げる。一方、遼は「全部終わらせる」と海底施設へ向かう。エレ

ベーターには《WELCOME, SUBJECT 11》。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 106 —

第二部　消された夏

第 15 章　海の底へ

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

東京湾の夜。遼を乗せた貨物用エレベーターは海面より四十七層

下へ降りる。壁には階数ではなく水深が表示され、外部通信は一つ

ずつ切れていく。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 107 —

最下層の扉が開くと、そこは研究所ではなく小さな都市のよう

だった。医療区画、宿泊棟、データセンター、模擬住宅、そして窓

のない学校。人の人生を再現する設備が並ぶ。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないというこ

とだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 108 —

遼を案内する女は、ここで何十年も「判断データ」が集められた

と説明する。救難員だけでなく、医師、警官、経営者、裁判官、金

融関係者まで対象になっていた。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 109 —

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

壁面の映像には過去の事故や事件が並ぶ。遼がニュースで見た災

害の一部に《介入済》の印がある。偶然の不幸と、作られた危機の

境界が崩れていく。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 110 —

遼は PROJECT PHOENIX が人を強くする研究ではなく、人が誰

を犠牲にするかを予測するデータベースだと知る。緊急時の選択を

金に換える仕組みが存在した。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 夜は続いていたが、

逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 111 —

中央制御室で九条美沙の映像が現れる。「あなたは候補者ではな

い。鍵よ」と告げる。遼の脳反応パターンが最終モデルを完成させ

るための欠損データだという。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 112 —

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

遼は美沙の説明を聞きながら、救難員の癖で出口、消火器、換気

口、非常扉を数える。自分を作品と呼ぶ人間に対し、彼はまた「逃

げ方を自分で選ぶ」と決める。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 113 —

第二部　消された夏

第 16 章　SUBJECT 11

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

中央施設の個人記録室で、遼は自分の出生証明を見る。出生名は

高瀬遼。父は高瀬慎吾、母は高瀬真弓。現在の「真壁」は母の再婚

後に作られた二重戸籍だった。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 114 —

二重戸籍は通常の行政手続きではない。PROJECT PHOENIX が

証人や被験者の身元を隠すため、複数の自治体と委託会社を通じて

記録を書き換えていた証拠が残る。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 沈黙

の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 115 —

遼は幼い頃の転校や住所変更を思い出す。母は「父を忘れるた

め」と言っていたが、実際には追跡から逃げるためだった。自分の

人生の空白が初めて一つの線になる。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 116 —

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

記録には「SUBJECT 11 は父親の倫理的反抗を高確率で再現」と

ある。慎吾は研究を持ち出して告発しようとした。遼が二択を拒み

続ける性質は、計画側が最も欲した特徴でもあった。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 117 —

美沙は「予測できない者を予測できれば、モデルは完成する」と

説明する。遼の反抗さえ、利用可能なデータに変換しようとしてい

る。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 玲奈は何も言わず、傘

の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 118 —

遼は自分の名前を奪われたことより、母が一人で秘密を抱えてい

たことに怒りを覚える。だが怒りを誘導されている可能性まで考

え、感情を行動の命令にしないと決める。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 119 —

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

最 後 の ファイ ル に は 幼 い 遼 と 聖 良 の接触映 像 。 そ の隣に

「SUBJECT 13 未接触」と書かれた空欄がある。計画には、まだ姿

を見せていない十三番目がいる。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 120 —

第二部　消された夏

第 17 章　中央施設

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

セラと玲奈は箱根から東京へ戻る。負傷した真一は美冬に託さ

れ、セラは父を置いていく罪悪感を飲み込む。「今は遼を救う」と

いう一つの優先順位だけを自分で選ぶ。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 121 —

橘は東京湾周辺の海底通信ケーブルと AURORA の調達記録を照

合し、存在しないはずの施設へ毎月大量の電力と医療物資が送られ

ていることを突き止める。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 122 —

明里は白い日傘の骨に使われた特殊合金から製造元を追い、海洋

研究設備の部材を扱う同じ企業へたどり着く。美術修復の材料知識

が、犯罪の供給網を示す。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 123 —

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

修司は AURORA内部端末から旧青葉飛行場の遠隔装置の発注番

号を検索する。購入者は架空法人だが、支払いは AURORA 関連財

団を経由していた。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 124 —

中央施設では遼に模擬住宅が与えられる。家具、写真、匂いまで

幼少期の家が再現されている。研究者は記憶を刺激し、選択反応を

採取しようとする。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 そ

して、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 125 —

遼は父の幻影に近い映像を見せられるが、質問には答えない。

「記憶はあなたたちの所有物じゃない」とカメラへ言い、センサー

を自分で外す。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 126 —

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

美沙は初めて直接姿を現し、「外ではあなたを救うために全員が

予定通り動いている」と囁く。遼はその言葉の中に、外部チームま

で監視されている事実を読む。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 127 —

第二部　消された夏

第 18 章　高瀬遼

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

橘は遼の母・真弓を訪ねる。彼女は長年「真壁」の姓を守り、慎

吾の研究者時代を息子へ隠してきた。玄関には一度も使われていな

い白い日傘がある。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 128 —

真弓は二十五年前、美冬から逃走用の書類を渡されたと告白す

る。戸籍改竄は計画側だけでなく、離反者側も生き延びるため利用

していた。善悪の境界は簡単ではない。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必

要がある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 129 —

慎吾は死の直前、「遼には選ばせるな」と繰り返していたとい

う。自分が研究で作った二択を、息子に背負わせたくなかった。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 130 —

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

橘は慎吾が残した貸金庫を探す。中には現金ではなく、複数の法

人登記簿と海外送金の控え。PROJECT PHOENIX は研究費だけで

は説明できない巨額の金を動かしていた。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 131 —

中央施設で遼は父の研究ノートの複製を読む。慎吾は人間の判断

を理解する研究が「人間を売る商売」に変わったと記している。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 修司は笑わなかった。笑えない

自分を、以前ほど恥じてもいなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 132 —

売られていたのは個人情報そのものではない。「危機の時、この

人間は誰を切るか」という予測値。企業買収、保険、警備、軍事契

約に利用できる商品だった。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 133 —

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

遼は高瀬という姓を初めて自分の口で言う。「高瀬遼でも、真壁

遼でも、俺がした選択は俺のものだ」。その言葉をセンサーが記録

していた。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 134 —

第二部　消された夏

第 19 章　もう一つの戸籍

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

橘は戸籍改竄の実務を担った行政システム会社へ捜索に入る。担

当者は退職済み、サーバーは更新済みと説明されるが、古いバック

アップテープだけが倉庫に残っていた。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 135 —

バックアップには数十人分の「死亡」「転居」「養子縁組」が同

じ夜に処理された履歴がある。白い日傘の女たちの多くは、法的に

は一度死んだ人間だった。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 136 —

美冬はその一覧を見て、かつての仲間の名を指でなぞる。逃げる

ために死者になった者、黒班に本当に消された者。その違いを知る

証人は少ない。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 137 —

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

玲奈は自分が御堂玲奈として使われた戸籍を見つめる。沙耶と海

斗の家族だった記憶の一部まで、訓練で植え付けられた可能性があ

る。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 138 —

「私は誰の妹だったの？」と玲奈が尋ねる。セラは答えを急がな

い。「分からないなら、分からないまま生きればいい。誰かが用意

した答えよりまし」と言う。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 誰かが用意した筋書

きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 139 —

中央施設では美沙が遼へ、戸籍を変えるのは犯罪ではなく「保

護」だったと主張する。遼は、本人の同意を奪った保護は支配と同

じだと返す。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 140 —

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

外部捜査と内部反抗が同時に進み、CENTRAL は初めて警戒レベ

ルを上げる。施設の海側隔壁が閉じ、遼は自分が単なる被験者では

なく人質になったと悟る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 141 —

第二部　消された夏

第 20 章　九条美沙

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

九条美沙は玲奈より二歳上。幼少期から感情を表に出さない訓練

を受け、褒められるのは「正しい人を選んだ時」だけだった。愛情

そのものが評価制度になっていた。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 142 —

真一の記録では、美沙は最も安定した被験者とされる一方、「他

者を人間ではなく条件として見る」という重大な副作用が記されて

いる。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 橘は

紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 143 —

美沙はその副作用を欠陥と認めない。世界の企業も国家も、常に

誰かを切り捨てている。自分はそれを正確にしただけだと遼へ語

る。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 144 —

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

遼は「正確さが罪を消すわけじゃない」と返す。美沙は笑い、

「罪という言葉は、結果を選べなかった人間の慰め」と言う。二人

の価値観は交わらない。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 145 —

玲奈は姉の過去映像を見て、昔の美沙が自分を守るために罰を代

わりに受けた場面を思い出す。完全な怪物として憎むことさえ、計

画が用意した単純化だと気づく。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 海の向こうでは、別の

端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 146 —

セラは玲奈に「姉を救うか止めるかを今決めなくていい」と言

う。二択を拒むという遼の考え方が、聖良の中にも確実に根を張っ

ている。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 147 —

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

美沙は中央施設全体へ最終試験開始を宣言する。施設内の十三区

画が封鎖され、各区画の人員に異なる救助優先度が表示される。実

験が犯罪へ戻る。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 148 —

第二部　消された夏

第 21 章　選別表

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

中央施設の画面に《SELECTION TABLE》が表示される。年

齢、職業、資産、社会的影響、遺伝疾患、従順性。救助価値を数値

化した表が、人間の名前の横に並ぶ。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 149 —

遼は救難訓練で使うトリアージとの違いを理解する。医療の優先

順位は生存可能性を上げるためだが、この表は組織にとっての利益

を最大化するために作られている。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなく

なっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 150 —

表の顧客欄には国内外の保険会社、警備会社、投資ファンドの

コード。PROJECT PHOENIX のデータが事故後の保険料や人事判

断に売られていた証拠がある。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 151 —

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

橘は貸金庫資料から同じコードを発見する。研究機関の犯罪では

なく、複数企業が利益を得る継続的な犯罪スキームだと捜査方針を

変える。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 152 —

修司は AURORA の救難出動データが事前に外部へ送られていた

事実を掴む。誰がどの災害現場へ行くかさえ、実験条件として選ば

れていた。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 遠

くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 153 —

明里は「人を修復できると思っていたけれど、人は作品じゃな

い」と呟く。壊れた陶器のように元の形へ戻す発想そのものが危う

いと理解する。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 154 —

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

遼は選別表の自分の欄を削除しようとするが権限がない。代わり

に紙へ全員の名を書き写す。データではなく名前として持ち出す。

それが彼の小さな抵抗になる。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 155 —

第二部　消された夏

第 22 章　白班

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

白い日傘の女たちは都内の古い写真館へ集まる。元研究員、看護

師、事務職、被験者。現在の職業も年齢も違うが、全員が一度は

PROJECT PHOENIX の中にいた。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 156 —

美冬は彼女たちへ、もう逃げるだけでは終われないと告げる。白

い日傘は観察者の印から、告発者の印へ意味を変える。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 157 —

一人の女性は、二十年前に自分の子どもを実験から守るため死亡

届を偽造したと告白する。別の女性は、その偽造で黒班に協力した

罪を抱えていた。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 158 —

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

橘は証言だけでは大企業の関与を立証できないと言う。必要なの

は金の流れと、故意に危機を作った具体的事件の記録だ。白班は各

自が持つ断片資料を持ち寄る。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 159 —

玲奈は白班の前に黒い日傘を置く。誰も近づかない。彼女は「私

はあなたたちを追った側だった」と認め、許しを求めず、知ってい

る場所と人名をすべて話す。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 ただ一つ確かなのは、もう元の

場所へは戻れないということだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 160 —

美冬は玲奈を許すとは言わない。ただ「証言するなら座って」と

椅子を引く。赦しと協力は別の選択だと、その場の誰もが理解す

る。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 161 —

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

資料の中から《13 COMMITTEE》という暗号名が何度も出る。

宗一郎、美沙より上に、計画へ資金を出し続けた十三人の委員会が

ある可能性が浮上する。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 162 —

第二部　消された夏

第 23 章　黒班

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

玲奈は黒班の仕事を詳細に語る。監視だけではない。治療の中

断、転職の誘導、事故記録の書き換え、信用情報の操作。暴力より

先に、社会の接点を消して人を孤立させる。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 163 —

直接殺害は最終手段だった。多くの場合、対象者は自分から「逃

げた」「壊れた」「失敗した」と周囲に思われるよう環境を整えら

れた。犯罪は偶然の顔をしていた。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 164 —

御堂沙耶の倉庫火災もその一つだった。美沙は証拠を奪うため火

災を起こし、玲奈には「姉を奪った組織への復讐」という偽の物語

を与えた。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 165 —

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

玲奈が旧青葉飛行場で遼を追い詰めた時、彼女自身も実験対象

だった。復讐がどこまで判断を狭めるか、美沙は妹を観察してい

た。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 166 —

セラはその事実を聞いても同情だけでは済ませない。「あなたは

被害者でも、したことの責任は残る」と言う。玲奈は初めて小さく

うなずく。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 沈黙の中で、数字だ

けが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 167 —

橘は黒班の手口が複数の未解決事件と一致すると気づく。失踪、

不可解な自殺、治療中断、企業内部告発者の事故。捜査は航空サス

ペンスから広域犯罪事件へ変わる。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 168 —

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

その夜、白班の証人の一人が自宅から消える。玄関に残されてい

たのは黒い日傘ではなく、何の特徴もない透明なビニール傘。敵は

印さえ捨て始めた。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 169 —

第二部　消された夏

第 24 章　壊れた名簿

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

消えた証人の部屋に争った跡はない。冷蔵庫、湯呑み、途中の洗

濯。旧青葉飛行場の時と同じ「生活の途中で人が切り取られた」空

白が残る。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 170 —

明里は古い紙資料を修復する技術で、焼けた名簿の裏写りを読

む。十二人の被験者名の下に、薄く十三番目の識別番号が残ってい

る。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 その

選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 171 —

番号は名前ではなく《13-A / 13-B》。一人ではなく二つの記録が

同じ番号を共有している。十三番目は個人ではなく「関係性」を対

象にした実験かもしれない。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 172 —

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

宗一郎の古い論文には「人間単体より、結びつきの変化を予測す

る方が価値が高い」とある。愛、友情、家族を組み合わせて判断を

予測する第二計画の核心だった。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 173 —

遼と聖良の組み合わせが 11 と 12 なら、13 はその二人の間に生ま

れる選択を指す可能性がある。美沙は「鍵」と呼んだ理由を、誰も

まだ完全には理解できない。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 黒い画面に、次の名前

が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 174 —

橘は行方不明の証人の携帯から、最後に受信した無音ファイルを

解析する。音はないがメタデータに海外の海運会社サーバーを示す

IP が残る。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 175 —

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

白い日傘の事件は日本国内で完結しない。東京湾の地下施設と、

海外の物流ネットワークが同じ資金コードで結ばれていた。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 176 —

第三部　犯罪の設計図

第 25 章　橘の捜査

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

橘志乃は警視庁内に小さな合同捜査班を作る。殺人、失踪、戸籍

偽装、企業犯罪、医療記録改竄。担当部署が分かれていたからこ

そ、全体像は長年見えなかった。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 177 —

捜査班は過去三十五年の関係法人を洗う。研究助成、災害支援、

航空教育、心理測定、保険数理。善意に見える名目の間を、同じ資

金が循環している。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 178 —

一社を潰しても別会社へ移るよう、法人は短期間で解散と設立を

繰り返す。だが代表印を押す司法書士と監査法人だけが同じだっ

た。犯罪には事務作業の癖が残る。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 179 —

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

橘は警察内部にも情報漏洩者がいると疑う。白班証人の保護住所

を知る者は限られていた。捜査資料を紙だけで管理し、電子共有を

止める。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 180 —

修司は「組織を信じられないなら何を信じる」と聞く。橘は「人

じゃなく手続き。手続きが壊れていたら、二人以上で確認する」と

答える。英雄を作らない捜査を選ぶ。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 聖

良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要があ

る。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 181 —

慎吾の貸金庫資料から、毎年同じ日にスイスとシンガポールへ送

金された記録が出る。十三人委員会の報酬か、実験データの販売代

金かはまだ分からない。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。
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— 182 —

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

橘は事件名を内部で《白日事件》と登録する。恋愛や航空事故の

物語に見えたものを、継続的組織犯罪として法の言葉へ置き換える

最初の一歩だった。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 183 —

第三部　犯罪の設計図

第 26 章　明里の額縁

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

黒瀬明里の工房へ、沙耶が生前に修復を依頼した古い油絵が戻っ

てくる。倉庫火災後に所在不明となり、最近になって匿名で美術市

場へ出たものだった。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。
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— 184 —

額縁の裏板には通常とは違う接着剤が使われている。明里が慎重

に剥がすと、薄いマイクロフィルムと十三枚の名刺が隠されてい

た。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。
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— 185 —

名刺は航空、保険、製薬、海運、警備会社の元役員たち。肩書き

は古いが、現在の関連会社を辿ると十三人委員会の資金コードと一

致する。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 186 —

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

マイクロフィルムには沙耶の手書きで「事故は研究ではない。商

売になった」とある。海斗の死を追う中で、彼女は計画の利益構造

まで掴んでいた。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。
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— 187 —

明里は沙耶が自分へ絵を預けた意味を理解する。美術品修復師な

ら、額縁を壊さずに秘密を見つけられると知っていた。信頼は言葉

ではなく仕事へ預けられていた。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 物語はそこで終わらず、別の国

へ線を伸ばしていた。
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— 188 —

橘は名刺だけでは共謀の証拠にならないと言う。しかし十三社の

取引記録を重ねると、災害発生直前に同じ金融商品が動く例が複数

見つかる。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。
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— 189 —

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

事故を予測して儲けたのか、事故を作って儲けたのか。捜査班が

その問いへ踏み込んだ夜、明里の工房の前に黒塗りの車が一台止ま

る。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。
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— 190 —

第三部　犯罪の設計図

第 27 章　修司の帰還

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

東條修司は AURORA の訓練へ限定的に復帰する。首席候補だっ

た自尊心は失われているが、以前より他人の失敗を笑わなくなっ

た。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。
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— 191 —

彼は自分が神崎の評価を欲しがり、聖良や明里に「成功している

自分」を見せることで価値を確かめていたと認める。弱さは誰かに

埋めてもらう穴ではなかった。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。
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修司は AURORA の飛行ログを調べ、七年前の海斗以外にも「医

療上飛行不可」の直後に出動した候補生がいたことを発見する。二

人は事故死、一人は失踪。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。
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— 193 —

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

各事故の後には AURORA へ追加の研究助成が入っている。失敗

さえ予算獲得の材料に変えられていた可能性がある。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。
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— 194 —

久世は証言保護下から修司へ手紙を送る。「止める立場にいて止

めなかったことは、命令されたことより重い」と書く。修司はその

一文を長く見つめる。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 橘は紙の端へ時刻だ

けを書き込んだ。感想は書かなかった。
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修司は自分の免許とキャリアを守るためではなく、飛行安全記録

を外へ持ち出すため AURORA に残ると決める。遼とは別の形で、

空を自分のものに取り戻す。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。
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空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

その夜、AURORA 格納庫の天井から小さなカメラが見つかる。

撤去したはずの PROJECT PHOENIX の監視は、まだ現在進行形

だった。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。
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第三部　犯罪の設計図

第 28 章　AURORA の金

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

AURORA の会計資料には、災害支援企業からの寄付と訓練費が

複雑に混在している。善意の寄付金が CENTRAL の維持費へ流れ

る仕組みが見つかる。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。
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— 198 —

特に一社の海運企業は、東京湾海底設備の保守契約を「海難救助

研究」の名目で継続していた。中央施設の存在を知る民間企業が複

数ある証拠になる。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 夜は

続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。
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橘は経理担当者へ事情聴取する。担当者は「契約書通り支払った

だけ」と言う。犯罪の大部分は、全体を知らない人間が正しい手続

きをすることで維持されていた。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。
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朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

修司は寄付者向け公開飛行の日程と事故発生日を重ねる。海斗の

事故も、企業幹部が視察に来た日だった。命より契約が優先された

瞬間が数字で残る。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。
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明里は「悪人が十三人いるだけなら簡単なのに」と言う。橘は

「たぶん十三人だけじゃない。知らずに回した百人がいる」と答え

る。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 答えは出なかった。た

だ、以前と同じ問いではなくなっていた。
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セラはこの構造を聞き、PROJECT PHOENIX が人間を「選別」

する思想を社会そのものから学んだのではないかと考える。組織は

突然怪物になったわけではない。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。
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夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

十三人委員会の一人とみられる元保険会社役員が、捜査班へ接触

を申し出る。会う条件は一つ。「警察署では話さない」。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。
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第三部　犯罪の設計図

第 29 章　十三人委員会

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

元保険会社役員・堂島は、ホテルの会議室で橘と会う。老いた手

は震えているが、契約書の番号だけは正確に記憶していた。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。
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— 205 —

十三人委員会は研究を監督する会議ではなかった。各業界が「判

断予測データ」を共同購入するための顧客連合。宗一郎は技術を作

り、企業側が用途を広げた。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。
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— 206 —

保険会社は事故時に高額請求へつながる人間を、警備会社は命令

違反しやすい人間を、投資家は危機で経営者が誰を切るかを予測し

た。人間性が金融商品になった。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。
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閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

堂島は当初「事故を起こすことは禁止」だったと主張する。しか

し予測精度を上げるため、自然発生の危機では足りなくなり、黒班

が環境へ介入し始めた。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。
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御堂海斗の事故は、その境界を越えた最初期の事例の一つだっ

た。企業視察を中止させないため薬を使い、結果を隠蔽し、その反

応データまで商品化した。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 明

里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。
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堂島は証言の見返りに免責を求める。橘は約束できないと答え

る。「あなたが怖くなったことは証言の価値を上げる。でも罪を消

さない」。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。
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— 210 —

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

会談後、堂島は地下駐車場で倒れる。毒ではなく急性心不全。だ

が彼のペースメーカー記録には、遠隔設定が数分だけ変更された形

跡が残る。黒班の技術は今も動いている。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。
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第三部　犯罪の設計図

第 30 章　声を失った証人

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

堂島は一命を取り留めるが、低酸素障害で言葉をうまく出せなく

なる。唯一の内部証人が、話す直前に「話せない人」にされた。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。
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橘は故意の遠隔操作を疑うが、医療機器会社は外部接続を否定す

る。ログには正規の保守 IDが使われていた。犯罪は盗んだ鍵では

なく、本物の鍵で行われる。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 213 —

美冬は白班の証人を一か所へ集める案に反対する。一網打尽にな

るからだ。互いの住所を知らず、必要な証言だけ暗号化して分散保

管する方式へ変える。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 214 —

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

玲奈は黒班時代に使った「記憶のない伝言方法」を提供する。駅

のコインロッカー、図書館の返却棚、傘の修理票。日常に紛れる経

路ほど追跡されにくい。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 215 —

セラはその技術を使うことに抵抗する聖良の感情を感じる。犯罪

者の技術を使えば自分も同じになるのか。だが目的と統制を自分で

選ぶことが違いを作ると判断する。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 その時はまだ、それが証拠にな

るとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 216 —

堂島は文字盤を使い、十三人委員会の現在メンバーのうち四人の

姓だけを示す。残りは「代理」と書く。実際の支配者は世代交代し

ている。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 217 —

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

最後に堂島が震える指で「13」と「子」と書く。十三番目はデー

タでも関係性でもなく、誰かの「子ども」を指す可能性が再び浮上

する。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 218 —

第三部　犯罪の設計図

第 31 章　水城美冬

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

美冬は自分がなぜ真一と離婚したのかを聖良へ語る。愛がなく

なったからではない。研究に残る真一と、子どもを逃がそうとする

自分が同じ家にいることが危険だった。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 219 —

二人は離婚を偽装ではなく本当に選んだ。離れることでしか守れ

ない関係もある。聖良は「愛が続くなら一緒にいるべき」という単

純な考えをまた一つ失う。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じても

いなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 220 —

美冬は初期の白い日傘が単なる識別標識だった時代を話す。研究

者同士が屋外で自然に合図するため、夏の女性が持っていて不自然

でない物を選んだだけだった。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 221 —

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

やがて日傘は「対象を見ている」という無言の圧力に変わり、離

反後は逆に互いを見失わない印になった。同じ物の意味は、使う側

の関係で変わる。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 222 —

美冬はセラの形成に関わったことも認める。記憶を消す処置を実

行したのは自分だった。「それしか守る方法がないと思った」と言

うが、聖良はすぐには許さない。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 その選択が正しかっ

たかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 223 —

「許さなくていい」と美冬は言う。「でも、私がしたことをあな

たの記憶から消さないで」。責任を引き受けるとは、良い人として

記憶されることを諦めることだった。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 224 —

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

美冬が保管していた古い鍵から、東京湾中央施設の非常浮上艇に

通じる認証番号が見つかる。遼を救い出す現実的な経路が初めて見

える。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 225 —

第三部　犯罪の設計図

第 32 章　父の告白

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

負傷した真一は手術後、橘の保護下で証言を始める。彼は

PROJECT PHOENIX の設計者の一人であり、後から離反した被害

者だけではない。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 226 —

真一は「人を救うため判断の仕組みを知りたい」と研究を始め

た。しかし実験対象が増えるほど、自分が結果を出すことに執着

し、倫理違反を合理化した。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 誰か

が用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 227 —

慎吾は早い段階から危険を指摘していた。二人は親友だったが、

真一は研究を守るため彼の告発を止めようとしたことがある。その

遅れが慎吾の死につながった。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 228 —

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

聖良は父を生きていてほしいと願いながら、父の罪を軽くしたい

とは思えない自分に戸惑う。愛することと無罪にすることは別だ

と、ようやく理解する。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 229 —

真一はセラを封印した理由を説明する。能力が高かったからでは

ない。十二歳の娘が自分を守るため感情を切り離す姿を見て、研究

者ではなく父として初めて恐ろしくなった。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 問題は、次に誰がその

事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 230 —

「遅すぎた」と真一は言う。聖良は「遅い。でも今言った」とだ

け返す。和解ではなく、事実を同じ場所に置くことから父娘は始め

る。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 231 —

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

真一は最後に、中央施設の全データを消す非常コードを知ってい

ると明かす。ただし実行すれば犯罪証拠も被験者記録も同時に失わ

れる。新しい二択が現れる。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 232 —

第三部　犯罪の設計図

第 33 章　慎吾の最期

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

真一の証言と残された映像から、高瀬慎吾の最期が再構成され

る。慎吾は研究データの持ち出しではなく、顧客企業との契約書を

外部へ渡そうとしていた。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 233 —

真一は一度、慎吾の出口を閉じた。それは黒班から守るため時間

を稼ぐつもりだったが、結果として慎吾の逃走経路を限定してし

まった。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信してい

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 234 —

十二歳の聖良が押したボタンは、その同じ非常扉へ接続されてい

た。大人たちは少女へ「遼を守る」と嘘をつき、自分たちの責任を

子どもの手へ移した。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 235 —

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

美沙は慎吾を拘束し、告発先を聞き出そうとする。慎吾は最後ま

で答えず、「人間の選択を測るなら、まず自分が何を選んだか記録

しておけ」と言い残した。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 236 —

慎吾はその夜に死亡した。公式記録は数年後の癌死へ書き換えら

れ、遼には病気で亡くなった父の物語が与えられた。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 白

い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 237 —

遼は中央施設で同じ映像を見る。怒りで画面を壊したくなるが、

父が残した「何を選んだか記録しろ」という言葉を自分への指示と

して受け取る。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 238 —

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

彼は監視カメラへ、父の死を復讐の理由にしないと宣言する。

「証拠を持って帰る。お前たちを裁くのは俺の手じゃない」。美沙

の予測表がわずかに外れる。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 239 —

第三部　犯罪の設計図

第 34 章　セラの選択

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

聖良はセラと自分を別人として扱う研究記録を読むほど、不快感

を覚える。「聖良は感情、セラは判断」という分類は、研究者が扱

いやすいよう作った境界だった。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 240 —

美冬の助けで聖良は過去の音声を聞く。少女の自分は「セラ」と

いう名を与えられる前から、怖い時に冷静になる癖を持っていた。

人格は作られた商品ではない。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 241 —

聖良は「セラを消さない。聖良へ戻すこともしない。どちらも

私」と決める。治す、統合するという他人の目的から自分を外す。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 242 —

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

玲奈はその決断に驚く。黒班では人格の揺れは欠陥と教えられた

からだ。聖良は「揺れても決められる。決め直してもいい」と返

す。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 243 —

中央施設潜入計画で、聖良は冷静なセラの能力を使いながら、遼

への恐怖や父への怒りも抑え込まない。感情を排除せず、情報とし

て扱う。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 遼はその言葉を記憶し、すぐに

は信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 244 —

真一は娘を研究対象の名前で呼びそうになり、途中で言い直す。

「聖良」。その小さな言い直しが、父娘の関係を研究から取り返す

印になる。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 245 —

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

潜入班は海底施設の非常浮上艇ルートへ向かう。聖良は白い日傘

を持たない。黒い日傘も持たない。手にはただ防水ケースと父の鍵

がある。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 246 —

第三部　犯罪の設計図

第 35 章　二択の外

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

橘、修司、聖良、玲奈は中央施設への突入方法を検討する。警察

の正式強制捜査には所在地と管轄の証拠が足りず、時間をかければ

遼とデータが消される。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 247 —

違法な単独潜入か、証拠が揃うまで待つか。ここでも二択が現れ

る。橘は海上保安庁の安全検査権限と、医療緊急事態の通報を組み

合わせる第三の手続きを探す。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないというこ

とだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 248 —

修司は AURORA の救難訓練機を使えば早いと言うが、橘は「証

拠を取りに行くために事故を起こしたら神崎と同じ」と却下する。

目的は手段を免罪しない。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 249 —

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

明里が海運会社の保守図面から、非常浮上艇用の整備ハッチを特

定する。正面から入らず、合法的な海上点検に紛れて近づける。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 250 —

玲奈は内部警備の交代周期を記憶しているが、二十五年前の情報

だと警告する。自分の能力を過信しない言葉が、彼女の変化を示

す。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 夜は続いていたが、

逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 251 —

聖良は遼が施設内で必ず「人を救う方」へ動くと読む。美沙も同

じ予測をしているなら、遼を助けるには遼の善意を利用されない設

計が必要になる。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 252 —

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

作戦名は決めない。橘は「名前を付けると英雄物語になる」と言

う。これは一人を救う作戦ではなく、犯罪現場を止める捜査だ。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 253 —

第三部　犯罪の設計図

第 36 章　海底封鎖

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

中央施設が警戒レベルを最大へ上げ、外部との海底ケーブルを切

断する。内部職員にも理由は知らされず、生活区画の扉が一斉に閉

じる。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 254 —

美沙は職員へ「外部テロ対策」と説明する。犯罪組織の内部で

も、多くの人間は自分たちを守る側だと信じて働いている。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 沈黙

の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 255 —

遼は封鎖された医療区画に子ども二人がいることを知る。実験対

象ではなく、職員の家族だった。施設側は彼らを避難優先度最低に

設定する。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 256 —

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

遼は監視を承知で医療区画へ向かう。美沙は予測通りだと笑う

が、遼は子どもを救うだけでなく、職員たちへ優先度表を公開す

る。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 257 —

自分や家族が数値で切り捨てられていることを知った職員の一部

が命令を拒否し始める。反乱ではなく、各自が自分の仕事を止める

静かな不服従が広がる。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 玲奈は何も言わず、傘

の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 258 —

外では潜入班の艇が保守ハッチへ到達する。古い認証キーは一度

だけ緑に光るが、二つ目のロックで止まる。美冬の鍵は入口の半分

しか開けない。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 259 —

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

施設内部の警報が鳴る。海水圧調整系に異常。誰かが非常排水を

逆作動させている。美沙が証拠ごと施設を沈める準備を始めた。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 260 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 37 章　七分間

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

保守ハッチの第二ロックは内部承認が必要だった。橘たちに残さ

れた酸素余裕は七分。通信は細い音声回線だけで、遼へ直接連絡で

きない。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 261 —

明里はハッチの製造刻印から手動解除位置を見つける。修復師は

物がどう作られ、どこから壊れるかを見る仕事だ。彼女は工具で封

印樹脂を少しずつ剥がす。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 262 —

玲奈は焦りから力ずくで壊そうとするが、明里が止める。「壊す

方が早いとは限らない」。黒班で覚えた速度より、慎重さが命を救

う場面がある。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 263 —

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

中央施設では遼が職員用端末を奪い、海底ハッチの外側センサー

に異常を見つける。誰かが来ていると悟るが、それが聖良たちとは

確信できない。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 264 —

美沙は遼へ「外の人間を入れれば施設は浸水する」と警告する。

本当か嘘か判断できない。遼は警告を無視せず、ハッチ周辺の圧力

値を確認する。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 そ

して、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 265 —

遼は外側の潜入者へ、開けるのではなく一度待てという点滅信号

を送る。橘は「遼なら急がせるより確認させる」と読み、七分のう

ち二分を待つ決断をする。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 266 —

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

圧力が均衡した瞬間、遼が内部ロックを解除する。残り一分四十

秒。ハッチが開き、聖良と遼はまだ互いの顔を見ないまま同じ施設

内へ入る。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 267 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 38 章　黒い水

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

美沙は非常排水系を反転させ、旧実験区画へ海水を流し込む。そ

こには紙資料と初期被験者の映像原本が保管されている。証拠を物

理的に消すためだ。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 268 —

橘は捜査より人命を優先し、浸水区画の職員を避難させる。玲奈

は証拠が消える焦りを見せるが、橘は「死者の証拠を増やしたら負

け」と言う。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必

要がある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 269 —

遼は子どもたちを高所区画へ運ぶ途中、聖良と再会する。長い言

葉はない。聖良は「来た」、遼は「遅い」と答え、それだけで二人

は同じ方向へ走る。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 270 —

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

セラの記憶で、旧区画には水密扉の手動閉鎖輪があると分かる。

聖良は玲奈と向かい、遼は職員の避難を続ける。役割を一つに固定

せず分かれる。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 271 —

黒い水が廊下を膝まで満たす。白い日傘のイメージとは反対に、

誰も傘を持たない。濡れることを避ける道具は、この場所では意味

を持たない。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 修司は笑わなかった。笑えない

自分を、以前ほど恥じてもいなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 272 —

明里は濡れた紙資料を諦めず、防水ケースへ優先的に移す。全部

は救えない。だから「何を残すか」を自分で決め、選択の責任を引

き受ける。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 273 —

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

美沙は中央制御室から浸水を見つめる。「結局、あなたたちも選

ぶ」と言う。聖良は通信へ「選ぶことが罪なんじゃない。選ばせる

ために危機を作ることが罪」と返す。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 274 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 39 章　誰を救うか

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

中央区画で美沙は最後の実験を起動する。水密扉の向こうに真一

が搬送され、別区画には複数の職員と子ども。電力は一方の排水ポ

ンプにしか送れないよう表示される。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 275 —

聖良には父を、遼には子どもたちを選ばせる設計だった。二人が

別の選択をすれば関係が壊れる。その反応こそ「13-A / 13-B」の最

終データだと美沙は告げる。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 276 —

聖良は父の映像を見て動揺するが、真一自身がカメラへ「私を選

ぶな」と叫ぶ。美沙はそれを父性反応として数値化しようとする。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 277 —

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

遼はポンプの電力図を見て、設備保守用バッテリーが別系統にあ

ることを見つける。必要なのは誰を捨てるかではなく、電源を作る

ことだ。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 278 —

修司は浸水した格納区画の予備電源を手動で切り替える。かつて

飛ぶことしか価値がないと思った男が、地上の配電盤の前で人を救

う。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 誰かが用意した筋書

きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 279 —

二つのポンプが同時に動き始める。美沙は「またルールを破る」

と怒る。聖良は「あなたのルールに参加した覚えはない」と答え

る。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 280 —

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

最終試験は成立しない。13 のモデルには「拒否」という値が存在

しなかった。CENTRAL の予測エンジンにエラーが連続し、長年の

完成条件が崩れる。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 281 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 40 章　PHOENIX の目的

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

停止しかけたサーバーから、橘は PROJECT PHOENIX の最終仕

様書を取得する。正式名称は《PHOENIX Decision Market》。研

究ではなく予測商品の基盤だった。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 282 —

顧客は危機の時に人間がどう動くかを購入する。災害救助、人

事、企業買収、保険、警備。行動予測は「未来を読む」商品として

高額で取引されていた。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 橘は

紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 283 —

精度を上げるため、対象者の恋人や家族まで介入し、現実の危機

を作る。美沙は「市場が求めた」と言うが、橘は「市場は逮捕でき

ない。人は逮捕できる」と返す。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 284 —

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

宗一郎の初期研究には金儲けの記述がない。だが「人間の最適判

断を知る」という思想自体が、他者の自由を測定対象にする危険を

持っていた。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 285 —

遼は父や海斗の死を、単一の悪人だけに押し付けられないと理解

する。思想、組織、企業、現場の服従が積み重なって犯罪になっ

た。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 海の向こうでは、別の

端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 286 —

それでも責任が曖昧になるわけではない。誰が薬を飲ませ、誰が

扉を閉じ、誰が記録を書き換え、誰が金を払ったかを一つずつ法廷

へ出す必要がある。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 287 —

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

橘はサーバー全消去コードを見つける。証拠保存には稼働継続が

必要だが、美沙が外部へデータ送信を始めている。残すか止める

か、また難しい選択が来る。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 288 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 41 章　予測されない人間

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

美沙は外部サーバーへ全データを逃がそうとする。送信先は日本

ではなく、シンガポール、チューリヒ、マルセイユの三拠点。国境

を越えれば押収は難しくなる。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 289 —

真一の全消去コードなら送信も止まるが、国内に残る証拠も失

う。橘は証拠保全班へ一部ミラーリングを指示し、完全保存ではな

く「裁判に足る最小限」を先に確保する。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなく

なっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 290 —

明里は紙資料、修司は飛行ログ、玲奈は黒班名簿、美冬は被験者

記録。全員が別々の証拠を持つことで、一つのサーバーを人質にさ

れない状態を作る。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 291 —

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

遼と聖良は中央制御室へ入る。美沙は「あなたたち二人の関係だ

けは最後まで予測できなかった」と認める。愛の強さではなく、二

人が何度も選び直すからだった。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 292 —

聖良は「昨日愛したから今日も愛するとは限らない」と第一話か

ら変わらない言葉を言う。ただし続ける。「だから今日、もう一度

選ぶ」。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 遠

くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 293 —

遼は笑い、「それなら明日も聞く」と答える。永遠の契約ではな

く、予測不能な更新が二人の関係をデータの外へ出す。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 294 —

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

橘から「証拠確保」の連絡が入る。真一は全消去コードを入力す

る。PHOENIX の中央モデルは停止し、画面から選別表が一つずつ

消える。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 295 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 42 章　白川宗一郎の遺書

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

中央施設停止と同時に、白川宗一郎の所在が分からなくなる。警

察が彼の施設へ踏み込むと、部屋には古いテープと一通の遺書だけ

が残されている。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 296 —

宗一郎は自殺を示唆する文を書いていない。ただ「研究者が結果

を所有した瞬間、人間を所有したと錯覚した」と、自分の思想の誤

りを認めている。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 297 —

彼は十三人委員会へ技術を渡した責任を認める一方、「彼らが悪

用した」という言い訳も書く。橘は遺書を読んで「最後まで半分だ

け責任を取る人」と評する。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 298 —

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

聖良は祖父を憎みきれない自分に嫌悪する。幼い頃、宗一郎に絵

本を読んでもらった記憶も本物だった。優しい祖父と犯罪の創設者

は同じ人間だった。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 299 —

真一は「父を怪物にすれば、自分が従った理由まで簡単になる」

と言う。だから聖良は、良い記憶も悪い事実も同時に残すと決め

る。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 ただ一つ確かなのは、もう元の

場所へは戻れないということだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 300 —

遺書の裏面には海外三拠点のコードと、《PHASE EUROPA》の

文字。宗一郎は計画がすでに自分の手を離れたことを知っていた。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 301 —

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

宗一郎本人は見つからない。死亡届も出ない。今度は「死んだこ

とにする」処理を警察が許さず、行方不明者として追い続ける。物

語は死者の便利な終幕を拒む。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 302 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 43 章　美沙の逃亡

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

全消去直前、美沙は中央制御室から消える。監視映像では非常通

路へ入った後、海底艇格納区画で映像が途切れていた。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 303 —

玲奈は姉の逃走経路を読めると言うが、橘は一人で追うことを止

める。「姉妹の決着」にすれば、また組織犯罪が個人の物語へ隠れ

るからだ。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 304 —

それでも玲奈は姉を止めたい。聖良は「止めたいなら捜査に協力

して。殺したいなら私が止める」と言う。感情を否定せず、行動だ

けに境界を置く。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 305 —

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

海底艇の一隻が失われている。航続距離から国外へ直接は出られ

ないが、東京湾内の大型船へ接続すれば追跡を逃れられる。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 306 —

海運会社の航路データを見ると、停止時刻に一隻だけ予定外に速

度を落としたコンテナ船がある。船籍はパナマ、運航会社はマルセ

イユの法人。

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 沈黙の中で、数字だ

けが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 307 —

橘が海上保安庁へ照会する前に、その船は公海へ向けて進路を変

える。国際捜査の壁が目の前に現れる。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 308 —

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

玲奈は窓のない施設で黒い日傘を折る。姉を追う印ではなく、自

分が誰かを選別する側だった時代を終わらせるため、骨を一本ずつ

折る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 309 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 44 章　東京湾の夜

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

生存者たちは非常浮上艇で海面へ出る。夜明け前の東京湾は驚く

ほど普通で、貨物船の灯りと羽田へ向かう飛行機が見える。世界は

事件を知らず動いている。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 310 —

遼は久しぶりに空を見る。空へ戻るかどうか、今すぐ決める必要

はない。以前なら決断を先延ばしにすることを弱さと思ったが、今

は時間を取ることも選択だと知る。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 その

選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 311 —

聖良は救命毛布に包まれ、白い服でも黒い服でもない灰色の作業

着を着ている。遼はその姿を見て、初めて彼女を象徴ではなく疲れ

た一人の人間として見る。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 312 —

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

「今も好き？」と遼が聞く。聖良は「今は」と答える。二人は笑

う。かつて不安だったその言葉が、今は最も誠実な契約に聞こえ

る。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 313 —

橘は海上で逮捕状と捜索令状の手続きを続ける。英雄的な夜のあ

とにも、調書、押収目録、証拠番号という地味な仕事が残る。

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 黒い画面に、次の名前

が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 314 —

修司は AURORA の制服を脱いで毛布の上へ置く。「しばらく着

なくていい」と言う。制服を捨てたのではなく、制服と自分を切り

離した。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 315 —

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

東京湾の東が白み始める。白い日傘はない。代わりに朝日が全員

へ同じように当たる。誰かの印がなくても、彼らは互いを見失わな

い。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 316 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 45 章　逮捕

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

中央施設から救出された管理者、研究員、警備員の事情聴取が始

まる。全員を同じ「悪」として扱えば真相が消えるため、橘は命令

系統と認識範囲を一人ずつ分ける。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

遠くで、また一つロックが外れる音がした。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 317 —

神崎圭吾は再逮捕され、殺人未遂、監禁、証拠隠滅、組織犯罪へ

の関与が追加される。彼は美沙の存在を知っていたが、自分も監視

されていたと供述する。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 問題は、次に誰がその事実を知るかだった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 318 —

久世は司法取引に近い協議を望むが、橘は決定権が検察にあると

繰り返す。人間関係で罪を調整する文化こそ、この事件を長引かせ

た一因だった。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 319 —

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

真一も被害者ではなく容疑者として事情聴取を受ける。聖良は父

の手錠を見て胸が痛むが、「それでいい」と自分へ言う。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 320 —

玲奈は過去の黒班活動を自供し、複数の未解決失踪事件へ案内す

る。自分の証言で自分も処罰される可能性を理解した上で話し続け

る。

空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 聖

良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要があ

る。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 321 —

白班の女性たちは匿名証言から実名証言へ移る者と、まだ名を出

さない者に分かれる。勇気の量で人を評価しないことが、橘の捜査

原則になる。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

雨の匂いが残っていた。濡れた路面は街灯を映し、現実より少し

だけ美しい景色を作る。美しいものほど、遼は疑うようになってい

た。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 322 —

人は証拠を見ると安心する。紙、数字、映像。しかし証拠もま

た、誰かが残し、誰かが消す。

第一回の報道発表で、警察は PROJECT PHOENIX という派手な

名称を使わず「長期にわたる組織的違法実験・記録改竄事件」と説

明する。犯罪を物語ではなく事実へ戻す。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 323 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 46 章　消された証拠

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

全消去コードによって中央モデルは停止したが、多くの生データ

も失われている。被害者の人生を守るために消えた情報と、裁判に

必要だった証拠が同じ場所にあった。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

ただ一つ確かなのは、もう元の場所へは戻れないということだっ

た。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 324 —

検察は「証拠不足」の言葉を繰り返す。橘は悔しさを隠さない

が、違法な方法で穴を埋めれば事件全体が崩れる。法は遅く、完全

でもない。

朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。 白い日傘の影が、床の上でゆっくり形を変えた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 325 —

明里が救った紙資料の中に、十三人委員会の会合議事録の一部が

残る。水で文字は滲んでいるが、複数企業の代表印は読める。

データは冷静だと言われる。しかし何を測り、何を無視するかを

決めた瞬間、そこには人間の欲望が入っている。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 326 —

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

修司の飛行ログは、事故と資金移動の時間関係を裏付ける。慎吾

の契約書、白班の証言、堂島の文字盤記録。単独では弱い断片が互

いを支え始める。

家族だから許す必要はない。愛しているから信じる必要もない。

関係を続けることと、事実を正しく呼ぶことは両立する。

夜は続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 327 —

聖良は自分の幼少期映像を証拠として提出するか迷う。法廷へ出

せば最も私的な恐怖が他人に見られる。被害者が真実のため必ず全

てを差し出す必要はない。

夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

二択は分かりやすい。だから人を急がせる。第三の道はいつも手

間がかかり、成功の保証もない。 物語はそこで終わらず、別の国

へ線を伸ばしていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 328 —

橘は「出さない選択もあなたの権利」と言う。聖良は一部だけ提

出し、残りを封印する。自分の人生を証拠物件だけにしない線を引

く。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

水の気配は壁の向こうにあった。海底では、静けさそのものが圧

力だった。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 329 —

橘は感情を隠しているのではない。感情を証拠と混ぜないよう、

置く場所を分けているだけだった。

美沙の逃亡と海外送信の可能性が残るため、勝利という言葉は使

えない。それでも、日本の中央施設は止まり、次の事故を一つ減ら

した。その事実だけは確かだった。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。

答えは出なかった。ただ、以前と同じ問いではなくなっていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 330 —

第四部　海の底の PHOENIX

第 47 章　白い日傘の証言

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

夏の終わり、白班の女性たちは公判前整理のため順番に証言す

る。白い日傘を持って法廷へ来る者もいれば、持たない者もいる。

印はもう義務ではない。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

沈黙の中で、数字だけが更新されていた。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 331 —

美冬は自分の本名と経歴を初めて公的記録へ戻す。死亡扱い、偽

名、離婚、研究参加。複数の矛盾した人生を一つの供述書へ書く作

業は、過去を取り戻す手続きだった。

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。 遼はその言葉を記憶し、すぐには信じなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 332 —

玲奈は「御堂玲奈」という偽名について証言する。自分が本当に

御堂家の一員だと信じた時期があったことも隠さない。記憶が偽物

でも、そこで感じた悲しみまで偽物とは限らない。

誰かを怪物にすると、物語は簡単になる。だが簡単な物語ほど、

同じ犯罪を別の顔で繰り返す余地を残す。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 333 —

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

聖良は法廷で白い日傘の意味を聞かれ、「最初は監視の印でし

た。後で逃げる者の印になり、今はただの傘です」と答える。

制服も日傘も肩書きも、意味を持つのは人が意味を与えるから

だ。物を普通の物へ戻すことも、回復の一つだった。

玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 334 —

遼は傍聴席で、その言葉に安堵する。象徴が普通の物へ戻ること

は、事件が終わる一つの形かもしれない。

聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

証拠を残すことと、傷を公開することは同じではない。被害者に

は語る権利と、語らない権利の両方がある。 橘は紙の端へ時刻だ

けを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 335 —

公判後、聖良は駅前で日差しに負けて白い日傘を一本買う。遼が

少し驚くと、「暑いから」と言う。第三格納庫で制服を着た時と同

じ、現実的な理由だった。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

美冬の世代は秘密を守ることを生存と呼んだ。遼たちの世代は、

秘密を開くことが必ずしも正義ではないと学び始めていた。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。
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空気には、事件が始まる前だけにある妙な静けさがあった。音は

聞こえているのに、意味だけが一拍遅れて届く。

二人は笑って歩き出す。白い日傘は秘密の符号ではなく、ただ光

を避ける道具になる。だが海外には、まだ黒い仕組みが残ってい

る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。

明里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。
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第四部　海の底の PHOENIX

第 48 章　SUBJECT 13

遠くでローターの音がした。遼にとって空の音は希望だったはず

なのに、今は命令の記憶まで連れてくる。

橘の捜査班へ国際刑事警察機構経由で暗号化資料が届く。マルセ

イユ港の倉庫から押収された端末に、《PHASE EUROPA》と

《SUBJECT 13》のフォルダがあった。

被害者であることは無罪証明ではない。加害者であることも、人

間でなくなる理由にはならない。その二つを同時に見るのが最も難

しい。

黒い画面に、次の名前が一行だけ表示された。
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フォルダには個人の名前ではなく、都市名と二人一組の番号が並

ぶ。東京の 11 と 12 をモデルに、恋人、兄弟、親子など「関係その

もの」を対象にした実験が海外で続いている。

明里は壊れた物を見る時、まず欠けた部分ではなく残った部分を

見る。それは人間にも必要な視線なのかもしれない。

予測できない人間とは、気まぐれな人間ではない。自分の判断を

何度でも見直し、必要なら昨日の自分に反対できる人間だ。 夜は

続いていたが、逃げ道は一つ増えていた。
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遼と聖良は十三番目が自分たちの子どもではないかと恐れていた

が、それは一部だけ正しかった。13 とは二人から生じる「選び直

し」のパターンを商品化する世代名だった。

終わりとは敵が消えることではない。次に同じことが起きにくい

仕組みを一つ増やすことなのかもしれない。

玲奈は黒を選んだのではなく、黒しか与えられなかった。だが

今、次の色を誰かに決めてもらう必要はなかった。

物語はそこで終わらず、別の国へ線を伸ばしていた。
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朝はまだ遠かった。夜が長いのではなく、知るべきことが多すぎ

た。

美沙が中央施設から持ち出したデータは不完全だが、海外拠点に

は以前から別系統のコピーが存在する。東京を止めても市場は残っ

た。

愛は未来を保証しない。だから価値がないのではなく、今日の気

持ちを明日も更新できる自由が残る。

そして、その小さな違和感が次の扉を開いた。
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橘は国際合同捜査への参加を打診される。警察官として行ける範

囲は限られるが、日本で得た証言と企業資金の線は海外捜査の鍵に

なる。

東京の光は明るすぎて、秘密を隠すには向いていないように見え

た。だからこそ、人は明るい場所にある嘘を疑わない。

遼は英雄になりたいわけではなかった。英雄という役を与えられ

た瞬間、また誰かの脚本へ戻る気がした。 答えは出なかった。た

だ、以前と同じ問いではなくなっていた。
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修司は AURORA を退職せず、安全部門への異動を希望する。明

里は沙耶の絵を修復し直し、裏板の空洞をそのまま残す。秘密が

あった痕跡も作品の歴史だからだ。

罪悪感は過去を変えない。ただ、誰かが植え付けた罪悪感なら、

その重さを返す相手を間違えてはいけない。

白いものが視界に入るたび、誰かの視線を感じる癖がついてい

た。傘も服も壁も、本当は何の罪もない。

誰かが用意した筋書きから、ほんの数センチだけ外へ出た。
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夏の熱気は容赦がなかった。誰かが人生を壊していても、蝉は同

じ音で鳴き、電車は時刻通りに走る。

遼には AURORA 復帰通知が届く。彼はまだ署名しない。空へ戻

るかどうかを、誰かの期待でも恐怖でもなく、自分の速度で決める

ため封筒を机に置く。

真実が人を救うとは限らない。真実を知った後にも生活は続き、

請求書も届き、眠れない夜も来る。それでも嘘の中よりは選び直せ

る。

その時はまだ、それが証拠になるとは誰も知らなかった。
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第四部　海の底の PHOENIX

第 49 章　雨のマルセイユ

修司は以前なら沈黙を敗北だと思った。今は、言葉にする前に考

える時間が必要だと知っている。

三か月後。フランス南部、雨のマルセイユ港。観光客の傘に紛

れ、一人の女が黒い日傘を差してコンテナ埠頭を歩く。九条美沙

だった。

人は自分で選んだと思える時にだけ、失敗を自分のものとして引

き受けられる。選択を奪うことは、結果だけでなく責任まで奪う。

聖良は目を閉じなかった。見たくないものほど、今は見る必要が

ある。
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美沙は左腕に傷を負い、以前の完璧な姿ではない。だが港の保税

倉庫で待つ男へ、日本から持ち出した小さな記憶媒体を渡す。

風は誰の側にもつかない。白い日傘も黒い日傘も、風が強ければ

同じように裏返る。

組織の犯罪は、命令した一人だけでは作れない。知らないふりを

した人、正しい書式で処理した人、疑問を後回しにした人の手も必

要になる。 玲奈は何も言わず、傘の柄から手を離した。
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男は十三人委員会の欧州代理人を名乗らない。ただ「東京は失敗

した」と言う。美沙は「いいえ。予測不能なデータを得た」と返

す。敗北さえ商品へ変える思考は残っている。

聖良は美しさが武器になることを知っていた。だから今は、武器

を使わない時の自分が何者かを知ろうとしている。

機械の低い唸りが床から靴底へ伝わっていた。人間の判断を測る

装置は、いつも人間より落ち着いて動いている。

橘は紙の端へ時刻だけを書き込んだ。感想は書かなかった。



白い日傘の女たち　PROJECT PHOENIX

— 347 —

閉じた扉の向こうには、答えより先に選択肢が待っていた。

PROJECT PHOENIX はいつも、問いを作ることで人を支配した。

端末の画面に《SUBJECT 13 / PAIR-01》が表示される。そこに

は日本人ではない若い男女の写真と、救急医療、移民支援、港湾警

備という職歴が並ぶ。次の実験は航空だけではない。

玲奈に必要なのは「本当の自分」を一つ見つけることではない。

偽物の記録を抱えたまま、これから何をするかを決めることだっ

た。

修司は笑わなかった。笑えない自分を、以前ほど恥じてもいな

かった。
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東京では聖良が新しい白い日傘を差し、遼と駅前を歩いている。

遼の携帯へ橘から短いメッセージが届く。「海外で見つかった。美

沙の可能性が高い」。

薄い蛍光灯の下では、顔色も感情も同じように青く見えた。施設

は人間の違いを消すために作られたようだった。

救難の現場では全員を同時に救えないことがある。だからこそ、

危機をわざと作って選ばせる人間は救難の倫理から最も遠い。 明

里は壊れた部分を触らず、まず全体の形を確かめた。
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遼は空を見上げる。AURORA 復帰の返事はまだしていない。だ

が逃げるか追うかという二択にも乗らない。「まず話を聞こう」と

聖良に言う。

法は遅い。感情より遅く、復讐より遅い。だが遅さを理由に法を

捨てれば、次の強い人間が新しい正義を決める。

紙をめくる音だけが続いた。一枚ごとに誰かの人生が短い項目へ

変換されている。

海の向こうでは、別の端末が同じ番号を受信していた。
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聖良は自分の中に二つの声があることを恐れなくなっていた。ど

ちらも嘘ではなく、どちらも命令ではない。

聖良は「今は一緒に行く」と答える。雨のマルセイユで黒い日傘

が閉じ、東京の白い日傘が開く。PROJECT PHOENIX は終わって

いない。だが今度は、誰が物語を選ぶのかが違う。

名前は自分そのものではない。それでも名前を奪われれば、人生

の説明を他人へ渡すことになる。取り戻すのは文字ではなく語る権

利だ。

その選択が正しかったかどうかは、まだ誰にも分からない。



